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■公共交通機関をご利用の場合■
　バス利用　　　「東武宇都宮駅」「ＪＲ宇都宮駅」より
　　　　　　　　関東バス「真岡営業所」行きに乗車、「石法寺」下車、徒歩約 20 分
■自動車をご利用の場合■
　北関東自動車道「真岡ＩＣ」より、　鬼怒テクノ通り経由で約７分

宇都宮大学農学部附属農場

交通
アクセス

お問い
合わせ

〒321-4415　栃木県真岡市下籠谷 443
TEL 0285-84-2424（代表）　　FAX 0285-84-2425
Email　fuznoujy@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp（代表）
ホームページ　http://agri.mine.utsunomiya-u.ac.jp/hpj/deptj/farm/
Twitter　　（#uufarm）
Instagram（#uufarm）
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園芸生産技術学研究室 指導教員　池田裕樹作物生産技術学研究室 指導教員　高橋行継

　水稲を中心に「省力・低コスト」をキーワードに実用的
な研究を推進しています。「お米」は国民の主食、「米作
りは」独自の文化でもあり、水田は環境保全にも大きく貢
献していることから、大規模経営のみならず中小零細規模
の稲作農家にも貢献可能な技術が求められています。この
一見相反する対象を結びつける課題として育苗技術や施肥
方法改善、省力散布除草剤などの研究を推進しています。
このほか、附属農場育成の水稲品種「ゆうだい21」の高
品質多収栽培法の研究も行っています。

　園芸作物における生理現象の解明から、生産現場へ応用
を目指した栽培技術の開発まで、幅広く研究を行っていま
す。研究材料には、国内外において重要な野菜であるトマ
トとタマネギを用い、トマトの祖先種が持つ優れた性質や
遺伝子に関する研究や、タマネギの可食部が肥大するメカ
ニズムの解明などを行っています。附属農場の広大な
フィールドを活用した栽培試験や調査とともに遺伝子レベ
ルでの研究も行うなど、様々なアプローチから研究活動を
進めています。

家畜繁殖生理学研究室 指導教員　長尾慶和

　実験室における家畜繁殖学や動物発生工学分野の基礎研
究、フィールドにおけるウシの飼養管理学分野の応用研究
を中心に、基礎と応用を結びつける様々な研究を行ってい
ます。具体的には、繁殖学・発生工学分野では、ウシの体
外受精や顕微授精、イヌの卵子成熟や精子凍結保存、ヒツ
ジ胎子微少環境を活用したヒトiPS細胞の造血系分化誘導
などに関する研究、飼養管理分野では、ウシの放牧、飼料
添加剤、周産期疾病の予防などに関する研究に取り組んで
います。

農作業環境工学研究室 指導教員　柏嵜　勝

　農業生産現場から産出される製品の生産から販売までの
各プロセスにおける品質の向上と価値の最適化に関する研
究を行っています。一例として、日本産完熟イチゴの世界
展開技術の開発、非破壊品質評価技術の開発、高品質維持
輸送資材の開発、外的刺激に伴う果実内反応と品質の関
係、最新ICT＆IoTを活用した生産～消費プロセスの可視
化システムの開発に取り組み、国際味覚審査機構
（iTQi）の優秀味覚賞三ツ星を日本産青果物として世界
で初めて受賞しました。

広大なフィールドを最大限に活用し
食と農について学び尽くす！
　宇都宮大学農学部附属農場は、宇都宮駅から南東へ約14ｋｍ、栃木県真岡市の農
村地帯に位置しています。東京ドーム約21個分に相当する総面積101haほどの敷地
内には、水田、普通畑、野菜畑、果樹園、施設園芸用の温室、飼料畑、放牧地など
が広がり、このうち約60haを耕作地として利用しています。また、乳用牛と肉用牛
も約30頭ずつ飼養されています。
　附属農場ではこの広大なフィールドと充実した教育・研究環境を最大限に活用
し、宇都宮大学で学ぶ１・２年生の実習をはじめ、卒業論文や修士論文の作成に向
けたフィールド分野における最先端の研究が行われており、関東地域を中心とした
他大学の学生に対する実習に活用されています。

100年近い宇都宮大学の歴史とともに
時代に合わせて歩み続ける

　附属農場は、宇都宮大学の前身である宇都宮高等農林学校が創設された1922年に設置
されました。その後、新たな農場の設置や統合などを繰り返し、1983年に現在の場所に
移設しました。
　近年は教育・研究はもとより、オリジナル水稲品種「ゆうだい21」や乳製品「純牧シ
リーズ」などブランド品の開発や、地域貢献事業にも取り組むなどしてきました。ま
た、関東地域の大学農場として唯一の「教育関係共同利用拠点」として、他大学の学生
への実習教育や、参加大学と連携した教育プログラムを実施しています。さらに、農業
生産工程管理（GAP）の取り組みにも力を入れています。
　いままでもこれからも、食と農に関心のある学生や地域住民の皆さんのために努力を
続けていきます。

　附属農場には４人の専任教員が所属し、それぞれの専門分野の実習において
講義・指導を行うほか、研究室に配属された宇都宮大学農学部の学生、および
宇都宮大学大学院地域創生科学研究科（修士課程）と東京農工大学大学院連合
農学研究科（博士課程）に所属する大学院生に対し、学位の取得に向けた研究
指導を行っています。

研究プログラム研究プログラム
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　これまで附属農場は、農学の専門分野を実践的に学ぶ場とし
て位置づけられていましたが、近年では農学の専門基礎教育、
および食と生命に関する基盤を学ぶ場としても活用されていま
す。具体的には以下の実習が宇都宮大学に所属する学生に向け
て開講されています。

●コア実習
　　農学部の必須科目で、全学科の学生が１年生のときに必ず履修する科目です。農作物
や家畜の管理を通じて、農学部に在籍する学生が共通して身に着けるべき農業や生物生
産の基礎を学びます。
●フィールド実習Ⅰ・Ⅱ
　　農学部生物資源科学科の必修科目で、主に２年生が履修します。植物分野と動物分野
のどちらかを選択し、コア実習よりも専門的な内容の実習に取り組みます。
●食と生命のフィールド実践実習
　　すべての学部に所属する１年生が選択できる基礎教育のアクティブラーニング科目と
して、前期に開講している農場実習です。私たちの生活を支える食と生命について、農
業を題材として体験的に学ぶことを通じて、感じ・考え・行動する、人間力を高めるこ
とを目指しています。

教育関係共同利用拠点事業教育関係共同利用拠点事業実習教育プログラム実習教育プログラム

食と生命の
フィールド実践実習コ　ア　実　習

生物資源科学科

１
年
次

フィールド実習Ⅰ

植物コース 動物コース

フィールド実習Ⅱ
（宿泊実習あり）

植物コース 動物コース

応用生命
化学科

農業環境
工学科

農業経済
学科

森林
科学科

２
年
次

農　　学　　部
農学部

地域デザイン科学部
国際学部
共同教育学部
工学部

　附属農場は全国で一番の総面積と分野の多様さ、充実した実
習内容とスタッフ、首都圏から１時間半ほどで来られるアクセ
スなどが高く評価され、2010年度より全国の大学農場に先駆け
て「教育関係共同利用拠点」に認定されました。それ以来、栄
養分野、環境分野、教育分野あるいは医学分野など、首都圏を
中心に様々な大学・学部に所属する学生を受け入れて実習を
行っています。農作物の栽培や収穫実習、乳牛の飼養管理や搾
乳実習、収穫した生産物を活用した加工実習、実験室で行う生
殖科学実験などを、各大学の希望に応じて組み合わせたオー
ダーメイドな実習として行っています。また2020年からは、全
国から希望者が参加可能な公募型の実習も実施しています。

宇都宮大学の
農場実習

「農」を通じて人の生活を支える
　　　「食」「生命」「環境」ついて学んで欲しい

　農学部がカバーする領域は、いわゆる「農業」に留まらず、「食」「生命」「環境」
の分野に幅広く広がり、社会への多様な貢献が期待されています。附属農場でもこれら
をキーワードに、農産物の高品質化、農業の省力化、生命や環境に優しい農業の実践を
通じて、農業・食・持続可能な開発目標（SDGs）などに貢献する教育研究や、オリジナ
ル農産物の開発・販売を実践しています。
　私たちが農場実習を通して伝えたいのは、農業が環境と共存しながら私たちの食を支
えていること、食は多くの生命の犠牲と生産現場で働く人たちの努力の上に成り立って
いるということです。私たちが生きる上での礎である「食」「生命」「環境」につい
て、農業を通じて体感的に学び、理解して欲しいと思います。それは学部を問わず、ま
た共同利用拠点実習に参加する他大学の学生でも同じです。学生たちの学ぶ意欲を深め
られるような教育環境の充実に努め、卒業後も我々を支える「食」や「生命」について
理解している社会人として活躍できる人材育成に貢献したいと考えています。

附属農場長　
長尾慶和　教授
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附属農場で栽培された
新鮮な農作物

　附属農場で生産された農作物は、
主に4月から12月にかけて販売して
います。大学内で販売するキュウリ
やキャベツ、ゴボウ、ハクサイ、ニ
ンジン、ダイコンなどの野菜は販売
当日に収穫し、鮮度の良さにこだ
わっています。また、ニホンナシや
ブドウ、リンゴ、クリなどの果樹は
様々な品種を栽培しており、市場で
はなかなか見られない珍しい品種も
少なくありません。皮ごと食べられ
るブドウ「シャインマスカット」
や、栃木県で育成されたニホンナシ
「にっこり」など話題の品種も販売
し、人気を博しています。

宇都宮大学
オリジナル水稲品種
「ゆうだい21」

　「ゆうだい21」は、1990年に附
属農場のハイブリッドライス試験水
田で見つかった突然変異株を元に育
成され、2010年1月に品種登録さ
れました。品種名は「雄大」な稲の
姿、宇都宮大学の愛称「うだい」か
ら命名されました。品種の外観上の
特徴は草丈が長く、穂も大きい点で
す。また、最大の特徴である独得の
粘りがある食味は、コシヒカリと同
等以上の評価を受けています。冷め
たり電子レンジで再加熱した際にも
優れた食味が失われにくい特性は、
国内大手米卸業者から高く評価さ
れ、コンビニエンスストアのおにぎり
やチルド米飯にも使用されています｡

お米とくだものとミルクの
不思議体験教室

　このほかに、附属農場産の小
麦を100%使用した乾麺「宇ど
ん」を販売しているほか、新た
な宇都宮大学ブランド品の開発
を進めています。

　農産物の収穫や加工・試食、動物とのふれあい体験などを通じて、食を支え
る農業生産現場や植物や動物たちの様子を学び、豊かな感性や自然や生命を尊
ぶ心を育むことを目的に、地域の小学生と保護者を対象とする「お米とくだも
のとミルクの不思議体験教室」を開催しています。「お米とくだものコース」
では水稲や果樹の収穫を中心に、「ミルクコース」では牛とのふれあいや搾乳
体験を通じて、食と農について楽しみながら学ぶことができます。

　地域住民の皆様に附属農場について知ってもらうイベントとして、2018年か
ら毎年11月に開催しています。農産物の即売会をはじめ、農学部農業環境工学
科の研究室と宇都宮市内の飲食店の共同研究により誕生した餃子などが味わえ
る模擬店や、教員と農業や科学について語り合うサイエンスカフェ、ヒツジと
のふれあいや大型農業機械の展示、「ゆうだい21」の新米試食会など、大学農
場ならではの催しを行っています。

宇大農場フェスティバル

UUエコファームカレッジ
　附属農場内の水田と野菜畑の一部を農薬や化学肥料を使用せずに栽培を行う
「エコファーム」として、2006年から一般に開放しています。有機栽培や食
の安全、地産地消に興味を持つ市民の方々が自主的な管理運営の下、附属農場
の教職員の助言を受けながら農作物栽培に取り組んでいます。毎月１回行われ
る附属農場の教員による講義と共同作業は参加者の魅力の一つで、相互交流の
場にもなっています。

　附属農場には、高い技術力と専門性を持
つ技術職員が常勤し、広大なフィールドの
運営・管理のほか、実習における学生指導
を行っています。生産された農産物は、学
生・大学院生の実習や研究に使用されるほ
か、宇都宮大学峰キャンパス・陽東キャン
パスでの農産物販売会や地域のイベントな
どで販売されています。毎年秋に行われる
「宇大農場フェスティバル」「宇大はおい
しいフェア」や大学祭「峰ヶ丘祭」には、
教職員とともに附属農場の研究室の学生も
スタッフとして参加し、イベントの企画や
販売を行っています。販売情報などは附属
農場ホームページ、公式SNSで随時お知ら
せしています。

乳製品
－純牧シリーズ－

　畜産分野では、乳用牛と肉用牛を
約30頭ずつ飼養管理し、教育・研
究・生産活動に活用しています。と
くに乳牛は、広大な牧草地を活かし
た特徴的な放牧飼養により管理され
ており、得られる生乳は放牧乳特有
の豊かな風味を有しています。この
生乳を活かして、地域の様々な企業
と連携し、附属農場産の生乳を
100％使用した牛乳「純牧」、モッ
ツァレラチーズやモッツァレラチー
ズのたまり漬けなどのフレッシュ
チーズ、バターや焼き菓子などを
「純牧シリーズ」として販売してい
ます。

地域貢献事業

　附属農場の特色を生かした「お米とくだものとミルクの不思
議体験教室」、「UUエコファームカレッジ」など一般向けの
事業を開催し、大学の持つ情報や知識、技術などの普及活動に
加え、農業に関心のある参加者同士が交流できる機会を設けて
きました。また、附属農場を一般に開放するイベント「宇大農
場フェスティバル」を毎年開催しています。これからも、地域
に向けた社会教育の機会を提供し続けます。 宇大はおいしいフ

ェア
宇大はおいしいフ

ェア

アグリカレッジ
アグリカレッジ
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水稲乳用牛・生乳、肉用牛

宇都宮大学農学部附属農場
U. U. Farm Guide
University Farm, Faculty of Agriculture, Utsunomiya UniversityUniversity Farm, Faculty of Agriculture, Utsunomiya University

■公共交通機関をご利用の場合■
　バス利用　　　「東武宇都宮駅」「ＪＲ宇都宮駅」より
　　　　　　　　関東バス「真岡営業所」行きに乗車、「石法寺」下車、徒歩約 20 分
■自動車をご利用の場合■
　北関東自動車道「真岡ＩＣ」より、　鬼怒テクノ通り経由で約７分

宇都宮大学農学部附属農場

交通
アクセス

お問い
合わせ

〒321-4415　栃木県真岡市下籠谷 443
TEL 0285-84-2424（代表）　　FAX 0285-84-2425
Email　fuznoujy@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp（代表）
ホームページ　http://agri.mine.utsunomiya-u.ac.jp/hpj/deptj/farm/
Twitter　　（#uufarm）
Instagram（#uufarm）

圃場および建物配置図


